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平成２５年度作成

平成３０年度追加

令和 ４ 年度更新

令和 ５ 年度更新

令和 ６ 年度更新

危機管理マニュアル

〔 〕用

１１９番

島原消防署北分署 ７８－２８７０

１１０番

雲仙警察署北交番 ７８－０１１０

多比良交番 ７８－２００４

雲仙市立多比良小学校
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Ⅰ 学校の危機管理の基本的姿勢

危機の際には、あわてず騒がず、沈着、冷静に、迅速に行動すること

が必要である。そのために、あらかじめ危機の種類を分類し、種類ごと

にその手段を考えておかなければならない。事件や事故の種類により、

臨機応変に対応しなければならないが、全てに共通する危機発生後の主

要項目として、次のことが考えられる。

◎児童の安全確保・安全管理を最優先した上で

１ 校長を長とする教職員の役割分担の確認

＊ 校長不在の場合は、教頭が代理して実行する。

２ 正確な事実関係や情報の収集と分析

３ 教育委員会、その他関係機関への連絡と相談

４ 対外的な（保護者・マスコミ等）説明と対応

～校長（教頭）に一本化～

５ 法的、道義的責任の取り方の検討

～誠実な対応～

６ 再発防止並びに学校再建の方策 等

以下のマニュアルを熟読して、いざという時のための備えとする。
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Ⅱ 児童に係わる事故災害時の危機管理

（１） 事故発生時の処理と手順 ②

① ○学校内の連絡 ・校長、教頭
事故発生 á 応急処置 á ・養護教諭・保健主事

（搬送を ・学級担任
含む） ・生活指導主任

○保護者への連絡（処置について意向打診）

担 当 者 担 当 者 ○校医の指示を受ける
発 見 者 ○救急車出動要請

発 見 者 養 護 教 諭 医療機関への搬送（添乗）
↓ ○負傷者に付き添う。

○連絡・応援要請 （保護者に渡すまで）
○負傷者の状態把握
○時刻・事態の確認 ③
○関連事故の防止（指示） ã

○事故対策班の編成 分担して処理
①本人及び周囲を落ち着かせる。 外部への窓口
②活動（学習）等の一時停止 ○事故原因の調査と正確な事実の記録
③安全な避難・誘導 ○負傷者・保護者への対応

（説明・見舞い等）
○教育委員会への報告（電話及び文書）

（２）市教育委員会への報告 ○職員会議（反省と改善策）
○残りの児童及び保護者に対する指導・

【 電話による留意事項 】 説明（対策等安全指導の徹底）
○正確、迅速に情報を提供す
ること。 ④

○推測、大げさな表現、正当 ã
化、弁解等は慎むこと。 ○日本スポーツ振興センターへの手続き

○時間のずれ、表現のずれ ○負傷者・保護者への対応を継続
（転倒・強打・打撲等）に ○保健日誌への記録
注意すること。

○意識不明等の重体の場合、
容態の変化を随時報告のこ
と。

（３） 配 慮 事 項

①負傷者・保護者に対して校長（教頭）、関係職員は誠意を尽くすこと。
（解決するまでは接触を継続）

②保護者へ速やかに「落ち着いて正確に」報告する。
③医療機関について、保護者の意見（指示）を聞くこと。
④頭部・腹部打撲が予想される場合は、後で症状が出ることがあるので、帰宅後
も追跡調査するなど留意すること。

⑤外部に対し窓口を一本化し、同一内容を発表すること。
⑥全教職員の共通理解のもとに、指導・協力体制を確立すること。
⑦日時を追って、事故発生後の経緯を克明に記録すること。
⑧長期入院（治療）が予想される場合、保護者に対し学校スポーツ振興センターの共
済給付制度・範囲等を説明すること。
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１．けが・病気発生時の緊急対応

学校在校時

養 護 教 諭 事 故 発 生 担 任

保 健 主 事

・状況把握

・緊急性の判断 連絡・状況把握

・応急措置 連絡

・医療機関への

判断・連絡 保 護 者 校 長・教 頭

※ 養護教諭が不在 ・かかりつけの ・救急車の要請

の場合は、校長 病院へ連れて について決定

・教頭の指示を いく。 する。

受けて担任が対

応する。 ・「いつ」

・「どこで」

・「だれが」

・「どうなったか」

を明確に伝える。

医 療 機 関 へ

・急を要する場合

・保護者へ連絡が

とれない場合

・タクシーまたは

救急車を利用

※ 事故発生を発見及び児童からの報告を受けた者は、現場へ急行し、けがの

様子を把握する。

※ 児童のけがに対する応急措置を施すと共に、把握した状況を校長、関係職

員へ報告する。但し、けがの状況等で応急措置や周囲の児童の指導等に応

援が必要な場合は速やかに応援を要請する。

※ 応急措置を済ませ、保護者へ連絡を取り、必要によって病院へ搬送する。

※ 保護者へ児童を渡すまでは、責任をもって付き添う。

【 事 後 措 置 】

１ 日本スポーツ振興センターの手続きをする。
２ 加害者がいた場合は、その保護者へも連絡する。
３ 保健日誌に記録しておく。
４ 危険場所の点検
５ 安全に向けての学級指導を行う。
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２．食中毒・感染症等発生時の緊急対応

家庭への協力依頼

保 護 者 ・手洗いの励行

・健康状態の観察

連絡 ・二次感染の防止

（差別につながら

ないように配慮）

↓ ↑

学 校

在 校 時

学級担任・養護教諭 医師からの連絡 給 食 後

児童の欠席者数が多数

↓ ↓ 嘔吐や下痢症状

欠席の理由 欠席理由の把握 の発生

校長に報告

報 指 連 立 連絡 指示・処置

告 導 絡 ち

入 学 校 医

り

市教育委員会 検 学校薬剤師

連絡

報 指 保 健 所

告 導

報告

県教育委員会 県 衛 生 部

報 指 報 指

告 導 告 導

文部科学省 厚生労働省
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３．自然災害（台風・大雨・地震）時の緊急対応

（１）地震の時は運動場、大雨（集中豪雨）・台風など場合は体育館へ避難。

学校・・・安全安心メールで各家庭へ連絡。

（２）登校時

自然災害に関する危険が考えられる場合は、その対応について安全安心メールで

各家庭へ連絡する。

（３）緊急に児童を下校させる、保護者引き渡しをする場合（安全を確保するため）

災害対策本部

学 校

※ 緊急職員会議

①集団下校の決定

②下校時刻の決定

※ 児童への連絡

①上記の事項

②集団下校の諸注意

③保護者引き渡し

保護者が迎えに来る

まで学校に待機する。

市教育委員会へ連絡 保護者へ連絡

○ 緊急下校のこと ○ 緊急下校

（校長連絡） ○ 保護者引き渡し

※安全安心メール
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４．いじめ・問題行動への対応

いじめ問題発見

対 応

被害児童への指導

加害児童への指導

学級へ
全校へ

保護者への対応

PTA との協
力、関係機
関との連携

児童への指導の継続

報 告

指導の継続

解 消

１ いじめ問題の発見。
・保護者から
・本人からの訴え
・まわりの児童からの報告、連絡
・教師の発見、気づき

２ すぐに対応する。（担任）
○ 事実関係を把握し、報告する。

・生活指導主任→教頭→校長
○ 共通理解し、対応について検討する。

・いじめ対策委員会で検討する。
・校長の指示、指導

３ 必要に応じて関係機関との連携を図る。
・市教育委員会

４ 被害児童、加害児童への指導をする。状況により、
学級、学年、全体での指導を進める。

５ 保護者への対応をする。
（担任、生活指導主任、教務、教頭、校長）
○ 被害児童の保護者へ

・実情とこれまでの指導の経過や今後の対応につ
いて説明し、理解と協力を依頼する。

○ 加害児童の保護者へ
・実情を説明し、今後の対応について理解と協力
を依頼する。

６ 状況によっては、PTA 等にも説明し、協力を依頼す
る。

７ 指導を継続する。随時、指導の経過を報告する。
・解決が長引く場合があるので、継続観察指導をす
る。

８ 事態が改善されない場合には、再度対応策を検討し、
対応する。

９ 各種の状況のもとに対策委員会で検討し、校長が判
断する。
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５．不審者侵入時の緊急対応

児童の安全確保を

第一に考える

児童からの連絡・教師による発見

凶器を等を持っていない場合 凶器を持っている場合

発見した職員は、 発見した職員は、

①その場で声をかける。 発 見 者 ①児童を避難させ安全を確保する

「何かご用ですか」 ②近くの椅子等を持ち、

「誰にご用ですか」等 ・時間をかせぐ。

②状況により、近くの児 ・距離を保つ。

童に職員室の先生に知 ③近くの児童に、一番近くの職員

らせるように指示する。 に知らせるよう指示する。

＊速やかに概略を報 職員、最低３名以上で急行する ＊状況次第では、さすまたや

告する。 長い棒などを準備する。

校長・教頭

＊ 現 場 の 状

況 次 第 で 担任・生活指導主任・養護教諭

警 察 に 連

絡する。

１１０番通報

速やかに、校外に出ていただく。 ・全校児童をグランド等に避難させ、人員

その後、数名で様子を見守る。 を点呼する。

・集団下校に備え、保護者や地域の方に協

力を要請する。
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６．アレルギー疾患に対する対応

アレルギーの症状がある 原因食品を食べた 原因食品に触れた

（食物の関与が疑われる） （可能性を含む） （可能性を含む）

【第１発見者】 ①当該児童から目を離さない。一人にしない。

②助けを呼び，人を集める。⇒他職員が校長（教頭）に報告する。

③エピペンを持ってくるように指示する。

④呼びかけに反応がなく，呼吸がなければ心肺蘇生を行う。

AEDを持ってくるように指示を出す。

校長は役割分担を指示 ・救急車の要請

・救急処置

・アレルギー症状確認（食事内容確認）

・保護者へ連絡

・児童管理・時間の記録（症状、処置等）

緊急性が高いアレルギー症状はあるか？

＜全身の症状＞ ＜呼吸器の症状＞ ＜消化器の症状＞

□ぐったり □のどや胸がしめつけられる □我慢できない腹痛

□意識がもうろう □声がかすれる □くりかえし吐き続ける

□尿や便をもらす □犬が吠えるような咳

□脈が触れにくい □息がしにくい

□唇やつめが青白い □持続する強いせき込み

□ぜーぜーする呼吸

１つでもあてはまる な い

①エピペンを使用→同時に救急車を要請（１１９番） ・保健室へ移動し、安静

②体を横にして安静にし様子をみる。 にする。

③保護者に連絡。 ・保護者に連絡。

④その場で安静にする。＊立たせない！歩かせない！

・その場で仰向けに寝かせ、足を少し高くする。

・吐き気、嘔吐がある場合は、顔と体を横向きにする。

⑤その場で救急隊を待つ。 ※症状・状況・処置等につ

●応答がない，呼吸がない場合は，心臓マッサージと いて時系列で記録し、正確

AEDの措置をとる。（救急隊に引き継ぐまで継続） に校長（教頭）に報告する。

救急隊に引き継ぐ（必ず教職員が同行し、経過を観察）


